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学校概要

高校 平成21年 開校 13期生

中学 平成29年 開校 ５期生

ＳＳＨ

• Ｈ22年度 ～ Ｈ26年度

• Ｈ26年度 ～ Ｈ30年度

• Ｒ２年度 ～ Ｒ６年度

ＳＧＨ

• Ｈ27年度 ～ H31年度



参加履歴

第20回 第21回

学年 チーム 人数 レポート

中３ １ ５ １

学年 チーム 人数 レポート

高１ １ ５ １

中３ ９ 40 １

中２ ６ 27 １

中１ 10 44 1
FBS（Future Baby Support）
～子育て企業を支える～ 入選



参加履歴

第21回
学年 チーム 人数 レポート 入選タイトル

高１ １ ５ １
STP ～投資を通じて未来を創る～ 入選

中３ ９ 40 １
投資×LGBTより多くの方にLGBTを伝えるために。 入選

中２ ６ 27 １
Healing robot ルーキー賞

中１ 10 44 １



指導教員である私が おこなったことと
心がけていること

①

参加を募る

②

登録する

③

レポート

作成を促す

④

進捗状況を
確認する

⑤

相談にのる

各学年で「日経ＳＴＯＣＫリーグ」の担当をつくった。

やりたい人がやればいい。

どう？間に合いそう？ 頼ってきたときのみ！



２年連続入賞を果たしている

高校１年生

これから日経ＳＴＯＣＫリーグに参加する方のために

入賞した生徒が取り組みを紹介



日経STOCKリーグへの取り組み
横浜サイエンスフロンティア高等学校附属中学校

「開拓者たち」指導教員 尾崎 就



日経STOCKリーグを始めたきっかけ

メンバーの自宅にあった新聞記事



日経STOCKリーグを始めた理由

1. 人生設計の助けになる

2. チームで取り組むことに魅力



チーム結成まで

投資や経済に興味のある人に声をかけた



チーム名の由来

附属中学校の1期生であり、

一人ひとりが開拓者であるから

「開拓者たち」以外ない



まず何をしたか

1. 前年度の入選レポート集を熟読した

2. ニュースを見てテーマを考えた



テーマ設定の仕方

メンバーでテーマ案を持ち寄り、

意見を出し合った



レポート作成中に困ったこと①

1. 欲しい情報が公開されていないこと

2. メンバーの予定が合わないこと



レポート作成中に困ったこと②

3. 用語が難しく分からないこと



モチベーション維持の秘訣

海外研修旅行の権利を手に入れ、

学びを深めることを考える



レポート完成後の感想

1. 提出が間に合って良かった

2. 誤字を発見し絶望



参加して変わったこと①

1. 社会情勢に注目するようになった

2. 投資と投機の違いが分かった



参加して変わったこと②

3. 投資の社会貢献的側面に気づいた



参加して身についた力①

1. 伝えたいことを文章にまとめる力

2. 表計算ソフトなどを効果的に使う力



参加して身についた力②

3. 経営指標から企業を判断する力

4. 社会問題について考える力



学習や生活に生かせていること

1. テーマに関する知識が身についた

2. 社会の授業の理解が深まった



今年度の取り組みについて①

1. テーマ設定まで終了

2. アジア300についても考察する予定



今年度の取り組みについて②

3. 受験前最後の挑戦

昨年度の出来を上回る

レポートを目指す



ルーキー賞を受賞した

中学２年生

これから日経ＳＴＯＣＫリーグに参加する方のために

入賞した生徒が取り組みを紹介



日経STOCKリーグ
第21回 ルーキー賞

横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校附属中学校

中学二年次 糸川 東山 春原

指導教諭 尾崎 就



本日の流れ

私たちの取り組み方（実際の流れ）

日経STOCKリーグにより得られる力

感想とアドバイス

取り組みの経緯



先生からの勧誘
「去年取り組んだ先輩たちが入選まで行った」

「副賞はディズニーかUSJ！」

部活内の雰囲気
私たち3人が所属しているテニス部内で、全員で
チャレンジしてみようよ！という話が持ち上がった

→じゃんけんでこの3人がチームに

取り組みの経緯



元から株に特別な興味があったわけではない！

取り組みの経緯

私たちは3人ともこの日経STOCKリーグをきっかけに株

の世界を知りました。このチャレンジをしなかったら
株に興味を抱かないままだったはずです。





私たちの取り組み方（実際の流れ）

7月 9月 10月 11月 12月

値動き分析
ポートフォ
リオの構築

テーマにつ
いて深める

スクリーニ
ング

テーマの
話し合い

レポートの作成



私たちの取り組み方（実際の流れ）

テーマ設定
社会問題と身近な問題の2つの視点から
・最近のニュースを話のきっかけにした
・自分たちが課題だと思っていることを話し合った
・自分たちのエピソード・経験を互いに話し、より身近で
具体的な課題を挙げた

多くの情報を得る
・日経STOCKリーグ参加者は日経電子版を無料で見れるので、
毎朝チェックし、テーマに関連するニュースを得た
・周りの人に聞いてみる→クラスメイト、親、先生など

身近なテーマのほうが気楽に楽しんで取り組めます



私たちの取り組み方（実際の流れ）

テーマ設定
詳しい人に聞く

・私たちの選んだテーマは「ロボット」で、基礎的な知識

が不足していたので、企業にメールを送り質問した

企業の人が質問した以上の情報を教えてくださり、応援
のメッセージもいただいてとてもうれしかったです



私たちの取り組み方（実際の流れ）

テーマ設定
自分たちで目的を
細分化し、どんな
企業に投資するべ
きかを書き出した。

企業の人が質問した以上の情報を教えてくださり、応援
のメッセージもいただいてとてもうれしかったです



私たちの取り組み方（実際の流れ）

スクリーニング

第３

第２

第１

財務指標などをもとに成長する企
業を書き出す。

企業の内容を調べ、自分たちの求
める企業を書き出す

テーマに関連しそうな企業
をすべて書き出す



私たちの取り組み方（実際の流れ）

第1スクリーニング

この時期には企業に詳しくなっていて、書き出した企業が
ニュースで取り上げられていた時は嬉しかったです

様々なメディアを利用して
関連する企業をすべて書き出した

日経電子版
検索機能

四季報 ニュース番組 ネット検索



私たちの取り組み方（実際の流れ）

第3スクリーニング
株の知識がない…
日経STOCKリーグ事務局に冊子を要請し、

やっと「株って何？」というところから
学び始めた。
EXCELを活用
たくさんの数値を扱うのに、EXCELの演
算機能とフィルター機能が便利だった。

これをきっかけに知った機能が10個はあると思います。EXCEL
マスターになりました。



私たちの取り組み方（実際の流れ）

これをきっかけに知った機能が10個はあると思います。EXCEL
マスターになりました。



私たちの取り組み方（実際の流れ）

時には挫折も…

第3スクリーニングを始めたあたりで、自分たち

が本当に投資したい企業はこの中にはないので
はないか、と感じ、テーマを詰めなおすところ
から再スタートした。どんなに時間が惜しくて
もテーマは納得いくまで話し合い、しっかり詰
めるべき！



私たちの取り組み方（実際の流れ）

時には挫折も…

大幅変更直後の
スケジュール→



私たちの取り組み方（実際の流れ）

レポート作成
大人を頼る
・とにかく身近な大人にたくさん読んでもらい、アドバイスをも
らった

終わりの見えない作業…
・提出日直前の冬休み中は毎日朝から晩までレポートを書いていた

メンバーでレポートを書きながら年を越しました



日経STOCKリーグにより得られる力

経済・株への興味
・経済のニュースに目を向けるようになった

PC

・様々なツールを用途に応じて使いこなせるように

なった

視野の拡大
・企業の活動や社会との繋がりを知り、そこに自分

たちがどのように関わっていけるのか考えるよう

になった。



私たちの日経STOCKリーグを
振り返って

モチベーション
・知らないことを新しく
知るという楽しさが
やる気につながった

・入賞し、ディズニーか
USJに行こう！を合言
葉に頑張った



頑張ってください！！！！😎

・余裕のある計画を立て、適宜見直すことが大切
・株の仕組みなど、表面的にとらえるだけでなく根本
的から理解し、効果的な指標を使う

・テーマ設定が８０％ありきたりなアイデアにとら
われず、新しい視点からの解決策を模索する

・最後の方は根気のいる作業なので、強い思いを持っ
て粘り強く頑張る！

アドバイス


